
横浜市会議会のあり方調査会報告（第４回）

本調査会は、市会運営委員会の諮問事項のうち、「インターネット中継実施に

向けての計画化とこれに伴う議会運営のあり方」について検討し、検討結果を

まとめましたので御報告します。

《インターネット中継実施に向けての計画化とこれに伴う議会運営のあり方》

くその２）

１検討の趣旨

本調査会は、「インターネット中継実施に向けての計画化とこれに伴う議会

運営のあり方」について検討し、実施に当たっての基本事項について、平成

１６年１１月１日運営委員会あて、本年開催の決算特別委員会及び第４回定例

会から、全日程について生中継とオン・デマンド方式による録画中継を開始

することとし、また、テロップを表示し、市民にとってわかりやすいものと

するとの報告を行いました。

今回は、インターネット中継の実施に当たり必要な中継画像及びテロップ

の表示の内容について、検討を行いました。

２検討の結果

本調査会としては、中継画像及びテロップの表示について、

（１）中継画像

複数のカメラにより、次の画像を適宜切り替えて中継する。

ア本会議

（ア）議長
（イ）質問者・答弁者

（ウ）質問者が自席から登壇する様子
（エ）議場全体の全景（採決など）

イ予算・決算特別委員会
（ア）委員長
（イ）質問者

（ウ）答弁者（市長、副市長）

（エ）その他答弁者（遠景）



（２）テロップ

中継画像に挿入するテロップは、次のとおりとする。

（ア）議員については、氏名

（イ）質問者は、氏名の後ろに会派名を加える。

（ウ）議長、委員長等は、氏名及び役職名

（エ）市長、副市長、収入役は、氏名及び役職名

（オ）その他当局答弁者は、役職名（予算・決算特別委員会は、「当局答弁」

と表示）

（３）今後の取り扱い

中継画像やテロップの内容については、今後実施に向けての調整や実施

後の状況を見ながら必要な改善を図る。

とする

とのことで意見の一致を見ました。

３今後検討を要する事項

今後、インターネット中継の実施時期までに整理し、検討を要する事項と

して、

（１）現行の取扱いに関する事項

アモニター放映等

イ議会だより

ウテレビ放映

工会議録・委員会記録等

（２）会議の運営に関する事項
ア質問方法・質問人数

イ持ち時間
り発言通告

工委員会報告、意見書の朗読等

が考えられる



とのことで意見の一致を見ました。
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